
2 効率性

① ② ① ② ③ ④ ⑤

1 福井県 福井森林管理署 環境保全 越前 えちぜん 270,785 1,063,165 254,330 4.18 〇 〇 〇 〇 〇 B A B A A A A A B A A

2 三重県 三重森林管理署 環境保全 北伊勢 きたいせ 693,689 2,370,847 790,269 3.00 〇 〇 〇 〇 〇 B A B A A A A A B A A

3 京都府
京都大阪

森林管理事務所
環境保全 由良川 ゆらがわ 347,944 1,579,691 338,374 4.67 〇 〇 〇 〇 〇 B A B A A A A A B A A

4 奈良県
奈良

森林管理事務所
環境保全 北山･十津川きたやまとつかわ 672,534 2,711,160 647,367 4.19 〇 〇 〇 〇 〇 B A B A A A A A B A A

5 和歌山県 和歌山森林管理署 環境保全 紀中 きちゅう 713,962 3,565,294 809,898 4.40 〇 〇 〇 〇 〇 A A B A A A A A B A A

6 広島県
広島北部

森林管理署
環境保全 高梁川上流 たかはしがわじょうりゅう 773,123 3,414,185 966,359 3.53 〇 〇 〇 〇 〇 B A B A A A A A B A A

1 治山事業、森林整備事業ごとに別葉とする。
2 事業実施主体は、事業を実施する森林管理署等の名称を記載する。
3 事業名は、治山事業にあっては。「国有林治山事業実施要領」の第3に定める事業区分を記載する。

森林整備事業にあっては、森林環境保全整備事業又は森林居住環境整備事業の別を記入する。
4 事業実施地区名は運用第2の区分による。事業実施地区名には、ふりがなを付する。
5 総便益及び総費用は、千円未満四捨五入として千円単位で記載する。
6 分析結果は、少数点以下第三位四捨五入とし小数点に以下第2位まで記載する。
7 チェックリストの各項目は、各判定基準に基づき、必須事項については「○」又は「－」を、優先配慮事項については「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」、又は「－」を記載する。
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